
現行方式と改革の方向

学士・修士・博士課程の系統性 現行方式（α）学士４＋修士・博士

１．学士・修士をめぐる二つの考え方
A A

学士４年前提の受験競争 学士４年体制の維持 学士
学士４年前提の労働市場
学士４年前提の国家試験

学士・修士一貫教育 修士・博士 ポｽﾄ ドｸ
B ' ↓

４年一貫教育の実施
〔学士・修士一貫〕＋ 社会人・市民再教育
〔４年次卒業・修士編入〕 学士・修士一貫＋博士のケース（β）

他大学とのバランス 制度の採用
専門性と総合性教育

↑ B
学部伝統の存続要求 B

管理・専門・技術等高度 学士・修士一貫
学士・修士の一貫性教育 専門的職業人の養成

博士3(後期のみ） ポｽﾄ ドｸ
２．修士・博士をめぐる二つの考え方 修士課程の位置づけに相違 改革の方向

B B
学士・修士一貫＋博士一貫 併存（γ）

修士・博士の一貫性 学士・修士の一貫性教育 管理・専門・技術等高度
教育 専門的職業人の養成

D ↓

早くからの英才教育 学士・修士一貫教育と 学士・修士の一貫性 学士・修士一貫
博士一貫教育 教育

の併存体制
先端的・専門的教育

C ↑ 社会人・市民再教育 博士一貫（修士・博士課程） ポｽﾄ ドｸ
C

修士・博士の一貫性教育
国際的・先端的学術研究 専門性と総合性教育
を担う人材の養成

国際的・先端的学術研究
の継続的発信


